
※ セミナーへのご参加は任意です。内容は一部変更になる場合があります。
※ 新型コロナウイルス感染拡大の状況や災害など不測の事態によりセミナーを中止する場合には、メールでお知らせするとともに、
　「外国人おもてなし語学ボランティアweb」、「修了者向けセミナー専用HP」でもご案内します。

※ 当日はライブ配信のみとなります。ライブ配信は、外国人おもてなし語学ボランティアの方であればどなたも視聴していただけます！
    （後日、ライブ配信した映像を修了者向けセミナー専用HPに掲載します。）

令和3年度「外国人おもてなし語学ボランティア」
育成講座修了者向けセミナー

テーマ

テーマ

ライブ配信参加方法令和3年 10月5日（火）14:00～16:00（13:45～配信開始）

今までに60ヵ国以上を訪れた体験談や、長く日本に住む外国人目線からのアドバイス、
外国人の観光案内をする際にぜひ気を付けてほしいこと等々、面白エピソード満載でお届けします。

ダイアン吉日の笑いで異文化交流！ ～Have fun helping people from around the world～

特別講演

・ お茶のふくみ飲み（茶カテキンの渋みを味わう飲み方）について
・ 当社製品「機能性表示食品 一番摘みのお～いお茶」を使用し、①熱湯でガレート型カテキンをしっかりと抽出するおいしいお茶のいれ方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ②苦渋みと旨味をバランスよく引き出すおいしいお茶のいれ方

お茶のふくみ飲みと日本茶のおいしいいれ方について  伊藤園ティーテイスターより

日 時

令和3年度「外国人おもてなし語学ボランティア」育成講座修了者向けセミナー事務局（株式会社ステージ内）
電話番号 ： 03-3554-5170（土・日・祝日を除く午前10時～午後5時）　メール ： omotenashi-seminar@stage.ac

お問合せ

ライブ配信での
視聴について

ライブ配信の視聴については、修了者向けセミナー専用HP（https://www.stage.ac/omotenashi-seminar/）にて視聴いただけます。
推奨視聴環境 【　O   S　】　Windows 7以降または macOS Sierra（10.12.6）以降

【通信速度】　240p　500Kbps　/　360p　1Mbps　/　720p　3Mbps　/　1080p　7Mbps
※ 動画視聴可能な機器（PC、スマートフォン、タブレット端末等）をあらかじめご用意ください。
※ 動画を視聴した際にかかる通信費用は、受講者のご負担になります。

セミナーのお申込みは以下のとおりお願いいたします。
応募資格 「外国人おもてなし語学ボランティア」育成講座修了者

9月14日（火）～10月5日（火）  10:00まで

申込方法

web申込アドレス

募集期間

https://www.stage.ac/omotenashi-seminar/

Webからお申込みください。下記のアドレスか、右のQRコードより申込フォームにアクセスするようお願いいたします。
※メールでの申込受付はしておりません。

「外国人おもてなし語学ボランティア」の方々を対象に、ボランティア活動の後押しとなるよう、以下のとおりセミナーを開催いたします。
皆さまのご参加をお待ちしております。

・取得した個人情報は、本事業の運営管理の目的のみに使用させていただきます。取得した個人情報は必要なセキュリティ対策を講じ、厳重に管理いたします。
  本事業は、個人情報保護法に関する契約を締結した外部事業者に個人情報を取り扱う業務を委託します。
・お申込みの際の通信費はお申込者様のご負担となります。あらかじめご了承ください。

■ ゲスト講師プロフィール

【その他】

上記2つのおいしいお茶のいれ方について、実演をまじえて講演いたします。

ダイアン吉日 氏　バイリンガル落語家
イギリス、リバプール出身。ロンドンでグラフィックデザイナーとして働いていたが、世界中を旅したいと決心し、バック
パッカーをしながら1990年に日本にたどり着く。英語落語の先駆者、故桂枝雀氏の「お茶子」を務めたことをきっかけに
落語と出会い、1998年自ら初舞台を踏む。今までに60ケ国以上を旅した体験談や、日本に来た時の驚き、文化の違いな
どユーモアあふれるトークを交えての講演会も好評。バルーンアーティストとしての一面も持ち、「笑い」で世界を繋ぐ
懸け橋となるべく国内外で活動を広げる。2011年東日本大震災後のボランティア活動を機に「笑い」の必要性を痛感、
2013年インドにてラフターヨガ（笑いヨガ）講師資格を取得。現在はラフターアンバサダーとして「笑い」を生活の中に
取り入れ、心も身体も健康になる「笑い」の持つ無限のパワーを広く知ってもらう活動にも力を入れている。「日本には
素晴らしい文化があるから大切にしないといけない。その良さを世界中の人に伝えたい。そして日本の人たちにも改め
て知ってもらいたい。」そんな気持ちで日々活動中。2013年、中曽根康弘賞受賞。


